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1. 目的  

 果樹の下は、多くの場合草が生えており、その草の下に果樹の根が伸びている。従って、放射性セシウ

ムが降下し、草の根に保持された場合、果樹の根に放射性セシウムが届かなくなるため、果実には放射性

セシウムが移行されないことになる。この効果を調べる。 
 
2. 方法 

 相馬市において、多くの梅園の梅が５００ベクレル/ｋｇを超えたことが報道された。そこで、草が生え

ている梅園の果実の比放射能を測定した。 

 

3．結果（平成２３年６月２７日） 

表１に、相馬市の草が多く生えている梅園での果実の比放射能を示す。梅の比放射能は６８ベクレル/
ｋｇと５００ベクレル/ｋｇを約一桁下まわった。このことより、果樹の下の草の根は、放射性セシウムを

保持し、果実の放射能汚染の防止に役立っている可能性があることが分かる。 
 

 

表１ 梅の比放射能（２０１１年６月１３日測定） 
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